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 　今月の主な内容
第４回理事会が開催されました������３
平成27年度事業計画� ����������４
総会代議員選挙を実施します�������５
公益文化事業報告������������６
第37回教美展終わる� ����������７
陳情署名にご協力ありがとうございました���７

「ここに学校があった　―平成の統合・閉校の記録」を販売します��８
確定申告手続き説明会が終わりました�����９
無料法律相談��������������９
地区だより���������������10
療養補助金請求についてのお願い� �����11
指定宿泊施設の変更������������13

平成７年以降に統合・閉校となった学校を写真等により紹介します

このシリーズで掲載する記事は、「ここに学校があった　第二編－平成の統合・閉校の記録」出
版のため収集した資料をもとに編集しています。

椎葉村立 栂尾小学校
つが お
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【校　史】
　明治  7 年 ５月 ３日　栂尾小学校創立
　昭和 39 年 ３月 ２日　学校給食開始
　昭和 49 年11月 ２日　創立 100 周年記念式典を行う
　平成   5 年 ４月 １日　休校
　平成14 年  ４月 １日　閉校
　　　　　　　　　　　 大河内小学校に統合。

椎葉村の中心部から国道を40キロほど走っ
た美郷町との境に位置する栂尾地区。国道か
ら分かれる急斜面の小道を２キロ上がると、
神楽の舞台となる栂尾神社がある。

昭和 35 年、生徒102人をピークに年々減少
の一途をたどり、平成５年には在校生が２人
という事態になった。この２人も13キロ離
れた隣村の学校に通うことになり、休校が決
定された。

閉校した後の栂尾小学校は、地域住民が集う「栂
尾の館」として生まれ変わった。

式典の写真

演奏の様子 当時の校舎と校庭

創立100周年記念式典の様子

神楽三十三番と言われるが、椎葉村内の
椎葉神楽はそうした様式的な統一はされ
ておらず、栂尾神楽は四十五番で構成さ
れている。

椎葉村立　 　　　　　
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１）退職互助部療養補助金制度検討委員会の答申に基づき、理事会、総会の議決後に、退職互助
部運営委員会や地区総会、会報等で会員への周知と理解及び協力を得る取り組みを行います。

２）特別弔慰金制度検討委員会の検討結果に基づき、理事会、総会の議決後に、会報等で会員
への周知と理解及び協力を得る取り組みを行います。

３）現職会員の加入促進を図るため、新規採用者及び新加入者に記念品を配付します。また、
退職互助部の加入率を高めるため、定年退職予定者に退互部報の送付や退職後の生活設計の
参考となる情報の提供を行います。

１）超低金利状況にあることから、運用収益を上げるため資産運用規程について検討を行います。
２）福利厚生事業及び会員の利便性向上の観点から、県外の指定宿泊施設の充実について検討
を行います。

１）退職互助部会員の生きがい及び経済支援を図るため、教養講座・就労支援事業について調査・
研究を行います。

重点事業

第４回理事会が開催されました

　2月10日（火）、平成26年度第4回定例理事会が、教弘会館（宮
崎市）で開催され、平成27年度運営方針並びに事業計画、予
算等が決まりました。

平成27年度運営方針
１）会員の生涯にわたる健康維持・増進、生きがい、経済支援に関する福利厚生事業の充実を図
ります。

２）教育及び文化・芸術・スポーツに関する公益目的事業を実施します。
３）新規採用者及び未加入者の加入促進に取り組みます。また、退職互助部への加入率を高める
取り組みを行います。

４）退職互助部療養補助金制度検討委員会及び特別弔慰金制度検討委員会の検討内容を踏まえ、
掛金や給付内容の見直しに向けて取り組みを行います。

５）資産は、定期預金と国債等で安全かつ有利な運用に努め、より収入増を図る取り組みを行い
ます。

６）事務局職員の資質向上・能力発揮のための研修に加えて、新規採用職員の研修を計画的に実
施します。

平成27年度の重点・改善・新規事業について

改善事業

新規事業
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事　業　名 事　　業　　の　　概　　要

療養補助金
（要請求）

疾病又は負傷によって療養を受けたとき給付
　70 歳以上�１件につき自己負担額から 500 円を控除した額の８割
　70 歳未満�１件につき自己負担額から 2,000 円を控除した額の８割

　　※加入者の負担が、１件につき 10,000 円を超えないように給付
　　※単年度受診分の給付限度額は 500,000 円
　　※給付の請求権はその事実が発生した月から生じ、満 2年をもって消滅
　　※請求は、事実が発生した月の翌月以降に受け付ける

長寿祝金
（請求不要）

長寿を祝い給付
　70 歳（古希）　 5,000 円　　　77 歳（喜寿）10,000 円
　88 歳（米寿）　20,000 円　　　99 歳（白寿）30,000 円

宿泊補助
（要申請）

親睦やリフレッシュを目的に指定宿泊施設に宿泊したとき補助
　1施設年度内 4泊まで　ただし、年度内の総泊数の上限は 20 泊
　補助額�：�宮崎県内 1,500 円　　　宮崎県外 2,000 円

　　※宿泊施設への予約が完了したのち、電話またはFAX、E-mail で退職互
助部へ申請

　　※宿泊補助券の郵送を希望の場合は、1週間前位までに申請すること

人間ドック補助
（要申し込み）

病気の早期発見と予防のため人間ドック受診時に、検査料の一部を補助
・1日健診
　　　３年に１回　　　自己負担：���6,000 円　　定員 300 名
・1泊 2日人間ドック
　　　加入後３年以内　自己負担：24,000 円　　定員 100 名
・頭部ＭＲＩ検査
　　　３年に１回　　　自己負担：���8,000 円　　定員 300 名

　　※ 5月に発行する退互部報で、申し込み方法等について案内予定

弔慰金
（請求不要）

加入者が死亡したとき
　弔慰金 5,000 円
　ただし、加入後 2年以内で、療養補助金等の給付金総額が加入時掛金の 5
割を超えていない場合は、加入時掛金の 2割を給付

無料法律相談
（要申し込み）

顧問弁護士（宮崎・都城・延岡）による無料法律相談
　※加入者が弁護士事務所に直接申し込みを行う
　※相談日等については、退互部報で随時案内（９ページ）

確定申告
手続き説明会

（要申し込み）

税金の適正な申告のため、申告書作成をサポート
　　※申し込み方法等については、退互部報で案内

退互部報 隔月発行。退互部事業の案内等を行う。
また、戸別訪問による手配りを通して、加入者の状況把握を行う

平成27年度事業計画

（ ）

次ページに続く
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地区組織 県内を 11 の地区に分け、会員相互の交流親睦を深めるため各地区独自の事
業を実施

生きがい支援事業 グランドゴルフ県大会、文化芸術発表会、会員親睦研修旅行

署名活動 全教互が実施する署名活動に現職者・退職者一体となって取り組む

公益目的事業
本県の教育及び文化・芸術・スポーツに関する公益目的事業（教美展、しゃ
りんばい、舞台芸術公演等）への参加
　※参加申し込み等については、退互部報で随時案内

　平成27年度定時総会は、新たに選挙で選出された代議員で運営することになります。この
ため、総会代議員選挙を実施します。

　１　実施時期
　　　平成27年５月

　２　代議員の定数及び任期
１）退職互助部会員の代議員の定数は、40名以上60名以下
２）任期は、選任の２年後（平成29年度）に実施される代議員選挙の終了時まで

　３　立候補の方法
　　　立候補届出書に必要事項を記入し、選挙管理委員長に提出することが必要です。

　４　代議員選出の方法
１）会員が、各代議員候補者の代議員選出に対し、異議を申し立てる方法です。
２）異議を申し出た会員の数が、会員総数の100分の５に満たないときは、代議員候補�

　　者は代議員に選出されたものとします。

　５　選挙の結果、当選の条件を満たす代議員候補者が60名を超える場合は、次の方法で選出
１）異議申し立ての数が少ない者より順次当選者とします。
２）異議申し立て数が同数の場合は、抽選により決定します。抽選の方法は、選挙管

　　理委員会で定めます。

　■日　程
　　平成27年４月上旬　　　　　総会代議員選挙広報及び立候補届出書を全会員に送付
　　　　　　４月上～中旬　　　立候補受付
　　　　　　５月中旬　　　　　代議員候補者名簿及び投票用紙を全会員に送付
　　　　　　５月中～下旬　　　投票
　　　　　　６月上旬　　　　　総会代議員選挙当選者を告示

総会代議員選挙を実施します
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　今年は、韓国から講師を招へいして、東アジアまた日本列島
の中での南九州の位置づけや役割について、「百済」地域に着
目して講演を行いました。先史土器文化を介した韓半島南西部
と南部九州との地域関係や、近年、朝鮮半島西南海岸地域に
おいて確認されている「倭系古墳」
の性格について、さらには、先史
時代における情報伝達の一端につ
いて考える講演会となりました。

平成 26 年度　文化講演会「記紀編さん 1300 年・世界文化遺産」フォーラム
テーマ「百済と古代日向」　1/31（土）　宮崎公立大学103大講義室　入場者数176名

公益文化事業報告

　今年で40回目を迎えた日本フィルハーモニー
交響楽団の九州公演。今年はソリストに名器「ス
トラディバリウス（デュランティ）」の奏者で
ある千住真理子さんを迎え、サラサーテのツィ
ゴネルワイゼンなど１度は耳にしたことのある
クラシックの名曲で、素晴らしいテクニックを
披露していただきました。ドヴォルザークの「新
世界より」では、美しく迫力あふれる演奏を体
感でき、会場全体が日本フィルの演奏にひきこ
まれていました。

　雅楽・東儀秀樹、ヴァイオリン・古澤巌、アコーディ
オン・coba�の、異色の三人のコラボレーションコン
サート。それぞれの演奏が素晴らしい感性とテクニッ
クに溢れ、心癒されるメロディーや、会場全体が一体
となって盛り上がるようなポップな音楽など、３人の
奏でる音楽に最後は会場全体がスタンディングオベー
ションで一体となっていました。

日本フィルハーモニー交響楽団
　　　　第 40 回九州公演　日本フィル in Kyusyu 2015　宮崎公演

１/12（月）　都城市総合文化ホール　大ホールきりしま
　　　　　入場者数　　1,067人

２/４（水）
メディキット県民文化センター
アイザックスターンホール
　　　　入場者数　1,242名

© 山口　敦

東儀 秀樹 × 古澤 巌 × coba　全国ツアー　2014　宮崎公演
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第37回　　　　　（宮崎県教職員互助会美術展）終わる

特別企画　ギャラリートーク カードアート

通常部門とは別枠でカード
アート作品を募集し、22点の
作品を展示しました。

　絵画・デザイン、書、写真、彫刻、工芸、趣味と生活、県外公
募展入選作品等173点を１月７日から２月５日にかけて宮崎市、
都城市、延岡市で展示し、1,694名の方々に鑑賞いただきました。
　運営にあたっては、企画・実行委員の方や地区で作品受付、会
場受付等、多くの会員の協力をいただきました。
　なお、企画・実行委員の方が制作された色紙等作品プレゼント
には、約600名の応募がありました。
　３月の企画委員会で抽選を行い、当選者に贈呈します。

173点を展示、1,694名が鑑賞

公益文化事業

　平成27年２月26日（木）、全国の教職員互助
団体で組織している全国教職員互助団体協議
会（全教互）は、全国47団体から86名の陳情
団を組織し国会議員（衆議院議員76名・参議
院議員51名）並びに、各政党に、「国民が安心
して暮らせるための社会保障制度の確立等を
求める」陳情を行いました。
　本会は宮崎県選出の５名の国会議員に陳情
を行い、２名の方には直接署名を渡すことが
できました。

陳情署名にご協力ありがとうございました

署名総数は605,064名（宮崎県　22,732名）

武井俊輔議員に署名を手渡す
中央北地区�渡野事務局長

松下新平議員に署名を
手渡す水間常務理事

　今回の教美展では、写真部門において「特別企画　ギャラリー
トーク」を行いました。講師は西都市出身の写真家、黒木一明
氏をお招きし、１月 10 日、24 日、２月１日の３日間県内３会場
で行いました。
　アフリカに渡り現地の風景を撮影した時のエピソードを、笑
いを交えてお話しいただき、さらに作品の講評やトリミング方
法など技術面のアドバイス、また、ただ記録に残すだけの写真
にするのではなく、作品の中に物語性をもたせる撮影の仕方な
どをお話しいただきました。
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２　申し込み方法
　下記５に電話で申し込みいただくか、氏名、住所、電話番号、商品名を明記の上、郵送、
　ＦＡＸ又は E-mail にてお申し込みください。

３　支払方法
　お申し込みの商品と一緒に宮崎銀行の振込用紙を同封してお送りします。
　商品到着後、２週間以内にお近くの金融機関よりお振り込みください。
　宮崎銀行から振込用紙を利用してお振り込みいただく場合、振込手数料は無料です。

４　商品のお届け
　お申し込みを受け付けた週の翌週末に発送いたします。
　　流れ

５　申し込み、問い合わせ先
　〒 880-0801��宮崎市老松１－２－２　　一般社団法人宮崎県教職員互助会
　ＴＥＬ�: ０９８５－２９－１２４２　　　　ＦＡＸ�: ０９８５－２７－４１４６
　E-mail�:�gojyokai@miyazaki-kyogo.or.jp　　ＵＲＬ�:�http://www.miyazaki-kyogo.or.jp/

月 火 水 木 金 土 日 ～ 金

会　員 発送 ご入金

２週間以内

お申し込み受付分

「ここに学校があった　ー平成の統合・閉校の記録」を販売します
①

②

③

④

１　販売価格

　①「ここに学校があった　第二編　－平成の統合・閉校の記録」
　　価格　4,500 円＋送料

　②「ここに学校があった　校歌集　－平成の統合・閉校の記録」
　　価格　2,850 円＋送料（歌詞集＋ CD集のセット）

　③校歌集より、歌詞集のみの販売
　　（CD集は付属していません）
　　価格　850 円＋送料

　④校歌集より、CD集のみの販売
　　（歌詞集は付属していません）
　　価格　2,000 円＋送料

※１　ご希望の校歌のみの CD販売も行います。
　　　１曲（CDケース、歌詞付き）につき
　　　価格　800 円＋送料

※２　歌詞のみをご希望の場合は、コピー代として１部 10円をいただきます。
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　１月 29 日から２月 13 日にかけて、県内 13 会場で平成 26 年
分の確定申告手続き説明会を行いました。今年は、712 名の方
が参加し、地区協力者などの多くの方々の協力により、申告書
を作成しました。その中でお預かりした 626 名分の申告書は地
区の事務局長を通じて各税務署に提出しました。
　今年は、平成 27 年 1 月から変更になった相続税・贈与税の
説明も税理士にしていただきました。

※確定申告期限内（平成 27 年 2 月 16
日から 3月 16 日）に確定申告を忘れ
た場合でも、「期限後申告」が可能で
す。必要な方はできるだけ早く申告
するようにしてください。

　・会員及びその配偶者、子、親

　・相談者のことや内容等のプライバシーは厳守されます。
　・事前に電話での予約が必要です。
　・相談は30分以内です。
　・相談日１日につき８名以内で、先着順です。
　・面談が原則ですが、電話相談もできます。
　・面談の場所は、弁護士の法律事務所です。

　江
えとう

藤　利
としひこ

彦　弁護士　　　　　

〒�880-0801　宮崎市老松1－5－1
電話（0985）20－9911　FAX（0985）20－9909

相談日
原則として、第２金曜日の午後１時半から午
後５時半まで

６月までの相談日
　４月10日、５月８日、６月12日

　佐
ささき

々木　龍
たつひこ

彦　弁護士

〒882-0816　延岡市桜小路365－1
電話（0982）34－3535　FAX（0982）21－3492

相談日
原則として、第２金曜日の午前10時から午前
12時、午後１時から午後３時まで（受付時間
は午前11時半まで及び午後２時半までです。）

６月までの相談日
　４月10日、５月８日、６月12日

　大
おおつか

塚　幸
こうじ

治　弁護士

〒885-0075　都城市八幡町1－1－1
電話（0986）46－9666　FAX（0986）46－9777

相談日
原則として、第２土曜日の午前９時から午後１時まで

６月までの相談日
　４月11日、５月９日、６月13日

利用できる人

相談方法等

無料法律相談
相談の予約は月曜から金曜の午前９時から
午後５時までにお願いします

確定申告手続き説明会が終わりました
各地区でご協力いただいた地区協力者の

みなさん（62名）ありがとうございました

地区での点検作業（西諸）

説明会風景 宮崎税務署への提出風景

　詳しくは最寄りの税務署へお問い合
わせください。
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　県内各地で行われている地区事業を紹
介するコーナーです。
　今回は、中央南地区と中央東地区の事業
を紹介します。

　歴史探訪は、中央４地区合同事業として毎年開かれています。本年度は、11月 28日（金）
に佐土原歴史資料館「鶴松館」と中世の山城「佐土原城」を訪ねました。
　この日は、他地区の行事と重なり、参加者数は 13 名と例年よりも少なくなりましたが、
参加者一同、充実したひとときを過ごすことができました。
　幕末日向５藩から現在の宮崎県までの成り立ちや、
栄華を極めた伊東義祐と島津の勃興、佐土原の命運を
変えた数々の合戦、そして、西南戦争と島津啓次郎の
働き等々、佐土原歴史資料館史跡探訪係の志賀　眞さ
ん（中央東地区会員）に詳しく説明をしていただきま
した。
　その後、山城に登り、遺構、天守台跡を見学して終
了となりました。
　この歴史探訪は、参加者の心を常に満足させてくれ
る地区事業の一つです。

歴史探訪　　　　　　　　　　　　　　　　 中央東地区　事務局長　中山　和郎

トレッキング　　　　　　　　　　　　中央南地区　世話人会副会長　日高　和久

　中央南、東地区では、恒例行事の一つとして登山を行っていました。しかし体力的にきついと
の声があり、年齢、体力に応じてリニューアルしたのがトレッキングです。今回は加江田渓谷に
行くことにしました。　
　予定日の１週間前には参加申込者１名でしたので、予定通り実施
できるか非常に心配しましたが、当日になって申し込みはしてない
ですがよろしいですかと多数の人が参加していただき総勢十数人で
楽しいトレッキングを行うことができました。
　丸野駐車場から約500ｍで遊歩道入口に。さらに進んで行き杉林を
抜けます。このあたりからようやく渓谷に沿って歩いていけます。駐
車場から約１km位あるのではと思います。さらに、進むと硫黄谷休
憩所があります。不思議と硫黄のにおいがします。さらに進むと広
河原休憩所があります。距離にして2.5kmくらいです。さらに進むと
加江田キャンプ場があります。キャンプ場は木の枝もきれいに落と
され整備されていました。途中の景色は加江田川沿いにシイやタブ、
カシを中心とした森林におおわれており、リフレッシュには最適の
場所です。この遊歩道は宮崎市曾山寺の椿山森林公園キャンプ場ま
で続きますが、距離が７kmくらいあるのでここで折り返しました。
参加者の皆さんにも満足していただき楽しいトレッキングでした。

地区だより
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　療養補助金請求についてのお願い

　療養補助金の請求はこまめにしてください。
　　※ただし、時効は受診月から 2年間です。
　　※ひと月に多くの医療機関にかかる方は半年に１回はご請求く
　　　ださい。
　　※ご請求の用紙が必要な場合は、退職互助部までご連絡ください。

◦ご夫婦で退職互助部に加入されている方
　◦同じ月にご夫婦で医療機関の受診がある場合は、ご夫婦同時にご請求ください。

◦「高額療養費」に該当したとき
◦入院や高額な薬などで医療費が高い月は、「高額療養費」に該当している場合があり
ます。「高額療養費」に該当すると、ご加入の健康保険の保険者から助成を受けるこ
とができます。その場合は助成額を差し引いて、療養補助金の計算をします。
◦ 70 歳未満の方で「高額療養費」に該当した場合は、「限度額認定証」のコピーを請求
時に添付するか、ご自身がどの区分に当てはまるかをお知らせください。（請求書に
メモ書きで結構です）
◦「高額療養費」に該当した場合は、ご加入の健康保険の保険者からの助成額の決定が、
受診月から３～４ヶ月後になるため療養補助金の送金は助成額が決定してからとな
り、普段よりも遅くなります。ご了承ください。

◦請求書を記入していて、記入間違いをしたとき
◦訂正印を押す必要はありません。
◦間違った箇所に二重線を引き、その上のスペース等に正しい数字をご記入ください。

高額療養費制度とは

　高額療養費制度とは、公的医療保険における制
度の一つで、医療機関や薬局の窓口で支払った額
が、暦月（月の初めから終わりまで）で一定額を
超えた場合に、その超えた金額を支給する制度で
す。
　高額療養費制度では、年
齢や所得に応じて、ご本人
が支払う医療費の上限が定
められており、またいくつ
かの条件を満たすことによ
り、さらに負担を軽減する
仕組みも設けられていま
す。

・療養補助金の請求書の

保険証の記号番号　欄には

後期高齢者の保険証を
持っている方へ

ここをご記入
ください

ここではありません

毎月請求しても
構いません。

11（　）



1（　）

　
著
者
の
言
葉
に
よ
れ
ば

「
私
達
は
地
方
の
『
伝
承
』
と
か
『
伝
説
』
を
つ
い
信
憑
性
に
欠
け

る
と
い
う
理
由
で
お
ざ
な
り
に
し
、
中
央
の
有
名
な
書
物
や
画
像

な
ど
を
信
じ
て
し
ま
う
。
だ
が
私
達
は
過
去
に
生
き
た
人
々
の
思

い
や
言
葉
に
素
直
に
耳
を
傾
け
る
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
…
」

と
の
思
い
が
あ
っ
た
と
言
う
。

　
そ
し
て
著
者
は
既
存
の
定
説
を
疑
い
否
定
し
、
新
し
い
歴
史
解

釈
を
提
案
し
て
し
ま
う
の
だ
。

　
例
え
ば
、
頼
朝
の
義
経
討
伐
は
な
ぜ
行
な
わ
れ
た
の
か
。
実
は

義
経
は
兄
頼
朝
に
と
っ
て
裏
切
者
だ
っ
た
、
に
始
ま
り
、

　
例
え
ば
、
義
経
は
そ
の
後
も
生
き
て
い
た
。
し
か
も
後
に
成
吉

思
汗
に
な
っ
た
説
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
成
吉
思
汗

の
容
貌
が
魁
偉
、
身
長
巨
大
の
言
い
伝
え
か
ら
、
成
吉
思
汗
に
な
っ

た
の
は
武
蔵
坊
弁
慶
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
例
え
ば
、「
か
ご
め
か
ご
め
」
は
不
思
議
な
歌
詞
だ
が
、
こ
の
童

歌
に
隠
さ
れ
た
真
実
の
意
味
と
は
？

　
そ
し
て
最
後
、
書
名
で
も
あ
る
百
人
一
首
に
辿
り
着
く
。
定
家

の
百
人
一
首
・
藤
川
百
首
と
後
鳥
羽
院
の
遠
島
百
首
は
贈
答
歌
（
往

復
書
簡
）
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
百
首
は
全
て
つ
な
ぎ
言
葉
に
よ
っ

て
タ
テ
十
首
×
ヨ
コ
十
首
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
ん
な
手

の
込
ん
だ
仕
掛
け
に
な
っ
た
の
か
！

　
著
者
な
り
の
綿
密
な
研
究
・
調
査
か
ら
導
き
出
し
た
結
論
に
興

味
は
尽
き
な
い
。
し
か
も
、一
目
で
目
を
引
く
色
鮮
や
か
な
表
紙
や
、

本
文
中
の
挿
し
絵
、
写
真
な
ど
は
著
者
自
身
の
作
品
で
あ
る
。
著

者
の
芸
術
的
セ
ン
ス
に
も
注
目
し
て
欲
し
い
。

 

紹
介
者
　
　
篠
田
　
照
美
　

　
佐
々
野
さ
ん
が
長
い
沈
黙
を
や
ぶ
り
、
つ
い
に
小
説
集
『
青
い

御
堂
』
を
出
版
し
た
。
八
編
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
全
て
の
作
品

が
〈
あ
の
日
〉
に
繋つ
な
が
っ
て
い
る
。〈
あ
の
日
〉
と
は
昭
和
二
十
年

八
月
九
日
、
即
ち
長
崎
市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
日
で
あ
る
。

沖
縄
が
陥
落
し
た
の
は
同
年
六
月
中
旬
頃
で
あ
る
が
、
日
本
軍
は

本
土
決
戦
に
備
え
て
約
二
十
万
の
兵
を
わ
が
南
九
州
に
集
結
さ
せ

て
い
た
。
し
か
し
八
月
六
日
に
広
島
に
、
九
日
に
長
崎
に
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
る
。
日
本
軍
は
急
に
戦
意
を
失
い
、
一
週
間
後
に

は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
託
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
か
ら
佐
々
野
さ
ん
の
〈
あ
の
日
〉
が
始
ま
る
。

　
一
家
は
五
島
列
島
の
あ
る
小
島
に
避
難
し
、
漁
師
の
生
活
が
始

ま
る
。
成
人
し
た
佐
々
野
さ
ん
は
教
師
に
な
り
、
宮
崎
へ
赴
任
し

て
く
る
。
し
か
し
楽
し
い
は
ず
の
花
火
や
旅
行
先
で
の
桜
島
を
見

て
も
、
い
や
七
十
年
後
の
今
で
も
〈
あ
の
日
〉
は
消
え
ず
に
残
っ

て
い
る
。『
青
い
御
堂
』
は
〈
あ
の
日
〉
を
自
分
の
家
族
ま
で
広
げ

て
作
品
化
し
、「〈
あ
の
日
〉（
＝
戦
争
）
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の

か
？
」
と
読
者
へ
問
い
か
け
て
く
る
。

　
佐
々
野
さ
ん
は
互
助
会
の
文
芸
誌
「
し
ゃ
り
ん
ば
い
」
の
熱
心

な
投
稿
者
で
も
あ
る
。
八
編
の
中
で
六
編
は
「
し
ゃ
り
ん
ば
い
」

に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
中
で
も
「
キ
ダ
コ
」
は
「
文
学
界
」

の
同
人
誌
評
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
会
員
の
皆
さ

ん
に
は
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
、
現
役
の
仲
間
に
は
ぜ
ひ
「
し
ゃ

り
ん
ば
い
」
へ
ご
投
稿
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 

紹
介
者
　
　
鶴
ケ
野
　
勉
（「
し
ゃ
り
ん
ば
い
」
編
集
委
員
長
）

「
歴
史
ス
ペ
ク
ト
ル
　
百
人
一
首
を
読
み
解
く
」

「
青
い
御
堂
」
ー
あ
の
日
を
抱
え
て
ー

「歴史スペクトル
 百人一首を読み解く」

「青い御堂」
－あの日を抱えて－

合六　廣子 著
（退職互助部）

佐々野喜市 著
（退職互助部）

定価 1,800円（税別）

定価 1,800円（税別）

購入希望の方は、県
内の書店又は鉱脈社
（TEL.0985-25-1758）
にお問い合わせくだ
さい。

購入希望の方は、県内
の書店又は筆者（0985-
52-2635）にお問い合わ
せください。
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児玉　スミ（児湯）
外種子田昭一（中央東）
板坂　幸子（西諸）
吉川　和子（都北）
甲斐　武寿（中央北）
児玉　國光（中央南）
坂元えみ子（都北）
黒木　昭宣（中央南）
荒川　和子（中央北）
野尻　昭二（中央西）
木村　嘉子（中央西）
丸山　和代（県南）
細山田フキ（都北）
市川　　宜（児湯）
首藤三代子（中央北）
佐藤　ミヤ（西諸）
持田スミ子（都北）

小八重和子（中央東）
川島寿美子（西諸）
城﨑マリ子（都北）
田中　昭子（日向）
山本　幸男（日向）
岩佐　　近（都北）
川越チヅコ（県南）
鮫島チエ子（中央西）
小野　ハギ（県外）
岩切　マス（都北）
細山田小夜子（西諸）
岩本フミ子（県南）
岩崎　嘉子（中央南）
森　　昭子（都北）
本田　昭美（中央北）
永江　　廣（都北）
新地　文雄（都北）

辻　　久代（県北）
村田　　耕（県北）
山下　テル（中央南）
山元　　明（県南）
鳥谷ウメ子（中央東）
椎原トヨノ（児湯）
河野亮太郎（中央北）
松本昭一郎（児湯）
谷口　　緑（西諸）
吉母　裕昭（中央南）
柳橋アヤ子（都北）
前田　敦子（西諸）
井上ハルヲ（県外）
山田　史郎（県北）
興梠　清人（中央東）
金丸　和気（県外）

野辺　　亭（中央南）
多田　　博（中央東）
鳥原　一光（中央西）
井上　貞子（児湯）
櫛間　泰三（中央東）
河野　ナチ（県南）
山口　スミ（県南）
川野　昭子（中央西）
丸大トキ子（都北）
松下　和子（都北）
押川さかえ（中央西）
奥村　　巌（中央北）
黒木　輝子（中央西）
羽生　洋子（中央北）
山口トシ子（中央西）
内山田正和（児湯）
古屋　公江（児湯）

米寿：67 名

　対象：平成26年12月20日から平成27年２月27までに誕生日を迎えられた方。

ご長寿

古希：65 名　　　喜寿：87 名

　平成27年度の指定宿泊施設は、26年度の指定施設に下記の新規施設の追加及び一
部を取り消して指定します。
　ただし、引き続き指定した施設でも、協定料金が変更になったところが多くあり
ますので、予約の際には必ず確認してください。

「平成27年度指定宿泊施設案内」は５月中旬に発行する会報と一緒にお届けします。

指定宿泊施設の変更
～平成27年4月1日から指定宿泊施設が一部変更になります～

＜指定解除の施設＞

長　崎 コンフォートホテル長崎 鹿児島 シーサイドホテル屋久島

＜新規施設＞
県 施設名 住所 TEL 協定料金 駐車場

大　分 別府亀の井ホテル
※管理会社変更のため再契約

大分県別府市�
中央町 5-17 0977-22-3301

1 泊朝食�
￥�7,490 ～／ 1人
￥13,040 ～／ 2人

300 台／無料

長　崎 矢�太�楼 長崎県長崎市�
風頭町 2-1 095-828-1111

1 泊２食�
￥9,720 ～／ 1人
￥11,880 ～／ 1人�
（休前日）

100 台／無料
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あなたの会員番号は　

ジャズのチカラ、街のミライづくりへ…
毎年４月30日は、「ジャズの日」。宮崎の市民
ボランティアによる取り組みで行われる「宮崎
ジャズデイ」は今年で３回目をむかえます。山
下洋輔スペシャルジャズグループと、宮崎市立
大淀小学校吹奏楽部との夢の共演で、宮崎の
ジャズを熱く盛りあげます。

全席自由　一般�3,000円　学生�1,500円
　　　　　　　　　　　　（大学生以下）
【お問合せ先】
○宮崎国際ジャズデイ実行委員会　0985-54-8588
○宮崎市民文化ホール　0985-52-7722

敬　　弔
　平成26年12月18日から平成27年２月27日までに届出のあった物故者は下記の方々です。
　ご冥福をお祈り申し上げます（敬称略）。

氏　　名 年齢 逝去日 退職時所属名
来住フミ子 95 H26.６.３ 大王小学校
山口　旻子 84 H26.11.18
菅　　ツネ 92 H26.11.21 土々呂小学校
森　　一郎 87 H26.12.11 宮崎水産高等学校
松元　重光 91 H26.12.14 妻ヶ丘中学校
竹原　一男 86 H26.12.15 高原小学校
松田　　実 84 H26.12.16 延岡工業高等学校
牧野　　節 85 H26.12.22 宮崎西小学校
瀬木　重忠 79 H26.12.23 宮崎工業高等学校
江田　忠昭 86 H26.12.24 狭野小学校
大山美智子 76 H26.12.28 田野小学校
沼田　忠雄 94 H26.12.28 西小林中学校
米丸　敏美 82 H26.12.30 高城高等学校
長友　康則 93 H26.12.30 三財小学校
和田　祥司 81 H27.１.２ 宮崎東高等学校
川口　　博 89 H27.１.３ 北川小学校
野間　興子 91 H27.１.４ 妻南小学校
河野　末良 86 H27.１.４ 妻北小学校
原田　正堅 95 H27.１.８ 沖水小学校
田口　則富 91 H27.１.９ 宮村小学校
小澤美佐子 79 H27.１.９ 木城小学校
原口　昭男 85 H27.１.10 八戸中学校
畑中　俊男 83 H27.１.11 東大宮小学校
吉田　達男 84 H27.１.12 延岡ろう学校
北村　寛申 88 H27.１.14 大淀中学校

氏　　名 年齢 逝去日 退職時所属名
長友　昭雄 87 H27.１.14 渡川中学校
柳田　耕介 84 H27.１.14 土々呂中学校
大森　里美 78 H27.１.15
郡司千重子 77 H27.１.20
江川　　剛 86 H27.１.22 財光寺中学校
松田　静子 85 H27.１.22
城崎　勇守 93 H27.１.23 三股小学校
上水　和昭 87 H27.１.24 飯野小学校
長岡　澄子 84 H27.１.24
小野　尚良 84 H27.１.27 宮崎赤江養護学校
岩切　惠子 77 H27.１.30 綾小学校
下村　哲二 86 H27.２.１ 上長飯小学校
川越　和夫 88 H27.２.２ 鵜戸小学校
佐竹トミ子 90 H27.２.４
内村　正伸 86 H27.２.４ 庄内中学校
神園　マツ 89 H27.２.７
山脇　ヤエ 91 H27.２.８
竹之下幸一郎 79 H27.２.８ 宮崎商業高等学校
飯川　満子 88 H27.２.10
長友千代子 92 H27.２.11
小森　彦造 87 H27.２.11 乙房小学校
加藤　弘子 81 H27.２.15
塩水流忠夫 95 H27.２.16 妻ヶ丘中学校

　会員番号は、この会報が入っていた封筒
の宛名ラベルに記載しています。
　（　）の中の７桁の数字が会員番号、そ
のあとの１桁の数字が区分です。
　区分の１は会員、２は配偶者を表してい
ます。

　宿泊補助券の発券や、療養補助金の請
求など、退職互助部に関する手続きには
“会員番号”が必要です。また、事務手続
き上の間違いを防ぐ意味でも、電話での
お問い合わせに対して、会員番号をお尋
ねしています。
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